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１ 鴻巣市のICT環境整備の概要
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⚫当時、現行のICT機器の入替が近づく（令和２年度末契約満了予定）

⚫更改時の考え方
✓基本はオンプレ、PCは危ないから持ち出さない、３層分離（改定前の文科省セキュリティガイドライン）等々
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背景

仮に、当時の考え方で
整備した場合の構成
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当時の考え方で整備してしまった時の課題
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⚫ネットワーク・端末を用途によって使い分ける煩わしさ
✓ネットワーク分離により、授業教材の授業活用や子どもとのやり取り等が煩雑

✓学校内であっても端末の持ち運び先の制限

✓校務・校務外部・学習といったNW系統を都度判断

⚫仕事の持帰りができない
✓個々の実情に応じた働き方が難しい環境

• （本来の業務を削減するということが大前提だが、すぐにできることとして）

⚫オンプレのシステム
✓学外からの利用不可

✓BCPの懸念

⚫セキュリティの担保
✓SaaSの充実により、セキュリティの境界があいまいとなる

✓運用負荷が増えかねない

⚫回線帯域の細さ
✓コンテンツのリッチ化等によりトラフィックが増え、快適に動かなくなる懸念

⚫紙管理の校務事務
✓勤務整理簿・勤怠管理（出張、休暇）・学校日誌等が紙管理

学校現場のあるべき姿なのか？
働きやすい環境なのか？



Konosu City

⚫令和元年９月に鴻巣市教育情報化推進計画を策定し、計画に基づいた整備

⚫児童生徒と教職員の利用のしやすさを考えた環境を実現
✓コンセプトは、「先生も子どももPCを文房具のようにいつでもどこでも使用できる」
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鴻巣市が整備したICT環境

※内田洋行発表資料図に鴻巣市追記

先生は、１台３役（校務系・校務外
部系・学習系）の高性能PCを
どこからでも使える

セキュリティは、ゼロト
ラストセキュリティの考

え方を採用

SINETを活用した広帯域回線と
SINET直結クラウドサービス

校務事務の電子化により校
務の負担軽減

（健康観察簿、学校日誌、
勤怠管理等）

利用システムを全てクラウド化
し、いつでもどこでもアクセス

できる

校務支援システムの
名簿情報を学習eポータ
ルに連携
※OneRoster規格
（実証中・４月より本番適用）
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２ 教職員の校務の変化
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以前に比べて学校現場はどう変わってきましたか？

※ユーザーローカル テキストマイニングツール（http://textmining.userlocal.jp/）による分析
※各校の推進者からのアンケート結果を、上記ツールのワードクラウド機能により、スコアが高い単語を複数選び出
し、その値に応じた大きさで図示。
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⚫校務等の情報化により学校が変わってきた。
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学校現場にどのような変化があったのか？

１台のPCで校務と教務をできるように
なったため、効率的に業務が行えるよ
うになった。（他市からきた先生）

場所や時間を問わずにアクセスできる
ようになり、ワークライフバランスが
向上した。（業務を削減しなければい
けないということは大前提として）

利便性とセキュリティが、とてもいい
バランスで整備されている。

学校内でPCを持ち運ぶ先生が増えた。

出欠や学校日誌、出張・休暇申請など、
多くの業務をデジタル化し、大きな負
担軽減につながり、児童に向き合う時
間が増えた。

振り返ったり、資料を蓄積したりする
ことがしやすくなった。

自分の考えなどを他者と共有し合う手
段が増え、学び合いが行いやすくなっ
た。また、これまでの手書きの文章作
成よりも、記述量が格段に増えた。

教職員が授業でPCを活用するのが当た
り前となり、学校全体のICT活用頻度
が高くなった。

連絡等はTeamsの投稿や個人への
チャットで済ますことができ、職集や
会議の短縮が実現できた。

校務の効率があがり、時間に余裕がで
きつつある。

必ずPCを開いて一日が始まるように
なった。

学校評価アンケートをFormsで行うよ
うにし、集計の負担がほぼなくなった。

教職員が１台のPCを職員室や教室で活用している様子

PCを文房具のよう
に日常のツールと
して使用する姿

業務の効率化
（負担軽減）
及び質の向上

授業の質の向上

子どもと向き合
う時間が増えた



Konosu City

⚫市教育委員会
✓電話や対面以外の選択肢が増え、学校現場との連携も図りやすくなった

• Teamsのチャットやチームを活用

• 「丁寧に相手の時間を奪う」ということが減った

✓文書管理機能の強化により、学校への提出依頼や取りまとめやが効率的に

✓時間や場所にとらわれることがなく会議や研修等が行えるようになった

• 校長会議、研修会等のオンライン化など
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校務の情報化の効果（教育委員会・学校のマネジメントの視点）

⚫学校管理職

✓横の繋がりが強化され、今までより簡単に他校との協議・情報交換が可能に

• Teamsのチャットやチームを活用することで、気軽に連絡が可能となった

✓Teamsを活用することで、会議の時間短縮や質の向上につながった

✓多くの業務がデジタル化され、大きな負担軽減された
• 健康観察簿・出席簿、学校日誌、勤怠管理（出張・休暇申請）、勤務整理簿等

• データの横連携が可能に

✓文書交換機能の強化により、提出状況やスケジュール管理、決裁が容易に 校務支援システム
（トップ画面）

そして、ICT導入により、
「挑戦的な取組も、失敗を恐れずにやってい

い。」という考え方を持つなど、
「教職員の意識」も確実に変化してきている。

校務支援システム
（文書交換）
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～標準ソフトを活用した校務の情報化の事例～
※授業活用や児童生徒活用の事例は除く

Microsoft365
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標準ソフト（Microsoft 365）を活用した校務の情報化

調査の簡略化

⚫実施内容
✓アンケートや調査にFormsを活用

✓欠席連絡にFormsとPower Automateを活用

⚫実施効果
✓保護者も教職員も負担が軽減

• 教職員：手集計作業が不要に

• 保護者：スマホ等で回答するだけで良い

✓欠席連絡では、電話が繋がらない・時間に縛りがある等の問題

がなくなる

非対面でのコミュニケーション

⚫実施内容
✓ Teamsのチャット・投稿を活用したコミュニケーション
✓ Teamsのweb会議を活用したコミュニケーション

⚫実施効果
✓電話ではなくチャット等を活用することで、相手の時間を奪う
ことなく、気軽に情報交換を行えるようになった

✓各種部会や各種会議を、web会議を行うことで、
出張が減り、時間を有効活用できるようになった

学校評価アンケートや子
どもの実態調査の他にも、
記念式典のデザイン投票
や遊具のデザイン投票な
ど、子どもが投票者とし
て使用するケースも。

※授業活用の事例は除く。

Formsの入力画面

Power Automateの設定画面

欠席者連絡を
自動でチャネル投稿

欠席者一覧のExcel
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標準ソフト（Microsoft 365）を活用した校務の情報化
円滑なデータ共有

⚫実施内容
✓ファイルサーバとしてSharePointを活用
✓個人フォルダとしてOneDriveを活用

⚫実施効果
✓校務系と学習系のデータ連携が容易となった
• セキュリティに考慮したうえで実施

✓ファイル容量を意識せずに使用可能

場所や時間に依存しない研修等の実現

⚫実施内容

✓教育研究実践発表大会等をTeamsとStreamを組み合わせて実施

✓全教職員研修会や全校集会、各種イベント（３送会、運動会

など）等をTeamsでライブ配信

✓研修動画等をStreamで配信

⚫実施効果
✓場所や時間に依存せずに、研修等が実施ができるようになる

✓感染症対策を講じながらイベントを実施できる

※授業活用の事例は除く。

教育研究実践発表大会(オンライン)

Streamを活用した動画配信

各チームのファイル(SharePoint)を
ファイルサーバとして運用
※校務系学習系が同一テナント
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OneNoteを活用した
情報共有・整理
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標準ソフト（Microsoft 365）を活用した校務の情報化
時間にとらわれない情報共有

⚫実施内容
✓ 日々の連絡事項は全てTeamsに投稿

• 紙の日報の電子化もしくは廃止

✓ 職員会議前の資料の事前共有

✓ 子どもに対してもクラスのチームで情報共有

⚫実施効果
✓ 重要な伝達事項や議論に集中できる

• これまでは、軽微な連絡事項も受けていた

✓ リアルタイムの情報共有

• 職集を待たずともすぐに情報共有ができる

✓ 資料印刷の負担軽減

• 期限に縛られたり、資料印刷などに時間を取られなくなる

• 紙よりも記録を辿りやすくなる

✓ 子どもに対しても情報共有がスムーズに行え、効率的になった

• 朝会や授業中の情報共有、資料の共有など

その他

✓ 採点支援システム（百問繚乱）とのAPI連携により、Teamsでテスト返却

✓ 会議でホワイトボード機能を活用し、意見を自由に書き出し

✓ 給食の便り（献立、片づけ方等）をデジタル化して共有

✓ OneNoteを活用し、電子化することで管理や検索等が容易に

✓ Outlookに１人１メールアドレスが付与され、外部とのやり取りが容易に

✓ その他teamsアプリ(Reflectを用いた心の天気の把握等)を適宜活用

等々
※授業活用の事例は除く。

Teamsを活用した情報共有

ホワイトボードで
ブレインストーミング
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まとめ
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⚫児童生徒と教職員の利用のしやすさを考えた環境を整備

⚫環境刷新により、学校現場の姿が変わってきた
✓学校現場の姿だけでなく、「教職員の意識」も確実に変化してきている

✓「先生たちの前向きさ」と「子どもたちのために」という想いで進んでいる

⚫標準ソフト（Microsoft 365）を活用するだけでも、大きな負担軽減の効果がある

⚫今後も活用を推進し、「新しい時代で活躍するために必要な資質・能力を育成」を
目指していく
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ご清聴ありがとうございました
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（参考資料）校務支援システム導入により学校が便利になること




